
平成２９年度 第２回 

埼玉県道路メンテナンス会議 

日 時：平成２９年１２月１２日（火） 

１４：００～ 

場 所：さいたま市プラザノース２Ｆ多目的ルーム 

議 事 次 第 

１． 開会 

２． あいさつ 

３． 議事 

（１） 道路の老朽化対策の状況について 【資料①】 

（２） 点検及び修繕の実施状況等について 【資料②】 

（３） メンテナンス関係費用について 【資料③】 

（４） 平成２９年度の課題・取組み予定 【資料④】 

（５） その他 【資料⑤】 

４． 閉会 



埼玉県道路メンテナンス会議 規約

（名 称）

第１条  本会は、「埼玉県道路メンテナンス会議」（以下「会議」という。）と称する。

（目 的）

第２条 会議は、道路法第２８条の２の規定に基づき設置するもので、埼玉県内の道路

管理を効率的に行うため、各道路管理者が相互に連絡調整を行うことにより円滑な

道路管理の促進を図ることを目的とする。

（協議事項）

第 3 条 会議は、第２条の目的を達成するため、次の事項について審議する。

（１）道路施設の維持管理等に係る意見調整・情報共有に関すること。

（２）道路施設の点検、修繕計画等の把握/調整に関すること。

（３）道路施設の損傷事例や技術基準等の共有に関すること。

（４）その他、道路の管理に関連し会長が妥当と認めた事項。

（組 織）

第４条 会議は、第２条の目的を達成するため、埼玉県内における高速自動車国道、一

般国道、県道及び市町村道の各道路管理者及び会議が必要と認めるもので組織する。 
２． 会議には、会長及び副会長を４名置くものとし、会長は国土交通省関東地方整備

局大宮国道事務所長、副会長は埼玉県県土整備部副部長、さいたま市建設局土木部長、

東日本高速道路株式会社関東支社所沢管理事務所長、首都高速道路株式会社東京西局

土木保全部長とする。

３． 会長に事故等があるときは、副会長がその職務を代行する。

４． 会議の構成は「別表－１」のとおりとする。

ただし、必要に応じ会長が指名するものの出席をもとめることができる。

５． 会長は、個別課題等についての検討・調整をおこなうため「専門部会」を設置す

ることができるものとする。

６． 会議には、高速自動車国道、一般国道、県道、市町村道の代表者からなる、幹事

会を置くものとし構成は「別表－２」のとおりとする。

７． 会議には、道路構造物等の不具合発生時における技術的な助言、専門的な研究機

関等への技術相談窓口として、国土交通省関東地方整備局大宮国道事務所に道路構造

保全室を置くものとする。

（幹事会）

第 5 条 幹事会は、会長の招集により開催するものとし、次の事項について調整する。 
（１）会議の運営全般についての補助、会員相互の連絡調整
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（２）会議における協議議題の調整

（３）規約の策定・改正・廃止等に係る調整

（４）その他、会議の運営に際し必要となる事項の調整

（事務局）

第 6 条 会議の運営に関わる事務を行わせるため、事務局を置くものとする。

２．  事務局は、国土交通省関東地方整備局大宮国道事務所計画課、管理第二課、埼

玉県県土整備部道路政策課、さいたま市建設局土木部道路環境課、東日本高速道路

株式会社関東支社所沢管理事務所、首都高速道路株式会社東京西局点検・補修推進

課に置く。

（規約の改正）

第 7 条 本規約の改正等は、本会議の審議・承認を得て行うことができる。

（その他）

第８条  本規約に定めるもののほか、必要な事項は、その都度協議して定めるものとする。 

（附則）

本規約は、平成２６年５月２８日から施行する。

改正 平成２７年６月３日

平成２７年８月２４日

平成２８年 7 月１日 
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別表－１

所　　属 役　　職

会長 国土交通省関東地方整備局 大宮国道事務所長

副会長 埼玉県県土整備部 副部長

さいたま市建設局 土木部長

東日本高速道路株式会社関東支社 所沢管理事務所長

首都高速道路株式会社 東京西局　土木保全部長

会員 国土交通省関東地方整備局 北首都国道事務所長

東日本高速道路株式会社関東支社 加須管理事務所長

東日本高速道路株式会社関東支社 三郷管理事務所長

首都高速道路株式会社 東京東局　土木保全部長

埼玉県 道路政策課長

埼玉県 道路街路課長

埼玉県 道路環境課長

埼玉県道路公社 事務局長

さいたま市 道路環境課長

川越市 建設部長

熊谷市 建設部長

川口市 建設部長

行田市 建設部長

秩父市 地域整備部長

所沢市 建設部長

飯能市 建設部長

加須市 建設部長

本庄市 都市整備部長

東松山市 建設部長

春日部市 建設部長

狭山市 都市建設部長

羽生市 まちづくり部長

鴻巣市 建設部長

深谷市 都市整備部長

上尾市 都市整備部長

草加市 建設部長

越谷市 建設部長

蕨市 都市整備部長

戸田市 都市整備部長

入間市 都市建設部長

朝霞市 都市建設部長

志木市 都市整備部長

和光市 建設部長

新座市 都市整備部長

桶川市 都市整備部長

久喜市 建設部長

北本市 都市整備部長

八潮市 建設部長

埼玉県道路メンテナンス会議　名簿
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別表－１

所　　属 役　　職

会員 富士見市 建設部長

三郷市 建設部長

蓮田市 都市整備部長

坂戸市 都市整備部長

幸手市 建設経済部長

鶴ヶ島市 都市整備部長

日高市 都市整備部長

吉川市 都市建設部長

ふじみ野市 都市政策部長

白岡市 都市整備部長

伊奈町 土木課長

三芳町 道路交通課長

毛呂山町 まちづくり整備課長

越生町 まちづくり整備課長

滑川町 建設課長

嵐山町 まちづくり整備課長

小川町 建設課長

川島町 まち整備課長

吉見町 まち整備課長

鳩山町 まちづくり推進課長

ときがわ町 建設環境課長

横瀬町 建設課長

皆野町 建設課長

長瀞町 建設課長

小鹿野町 建設課長

東秩父村 産業建設課長

美里町 建設水道課長

神川町 建設課長

上里町 まち整備課長

寄居町 建設課長

宮代町 まちづくり建設課長

杉戸町 都市施設整備課長

松伏町 まちづくり整備課長

国土交通省関東地方整備局　道路部 道路保全企画官

国土交通省関東地方整備局　道路部 地域道路課長

国土交通省関東地方整備局 関東技術事務所長

さいたま市建設局土木部　道路環境課

埼玉県道路メンテナンス会議　名簿

事務局

国土交通省関東地方整備局　大宮国道事務所　計画課・管理第二課

埼玉県県土整備部　道路政策課

東日本高速道路株式会社関東支社　所沢管理事務所

首都高速道路株式会社　東京西局　点検・補修推進課

オブザーバー
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（１） 道路の老朽化対策の状況について

資料①
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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

道路の老朽化対策の状況について

資料５
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道路分科会建議
○ 「道路の老朽化対策の本格実施に関する提言」

＜メンテナンスのファーストステージ＞
○ メンテナンスサイクルの確立

道路の老朽化対策に関する取組みの経緯

１

道路分科会建議 中間とりまとめ

○ 「６．持続可能で的確な維持管理・更新」

道路分科会 道路メンテナンス技術小委員会
○ 「道路のメンテナンスサイクルの構築に向けて」

＜メンテナンスのセカンドステージ＞
○点検データ等を生かした戦略的・効率的な修繕等の推進

笹子トンネル天井板落下事故［H24.12.2］

道路ストックの集中点検実施［H25.2～］

トンネル内の道路附属物等の緊急点検実施［H24.12.7］

道路法の改正

定期点検に関する省令・告示 公布

定期点検要領 通知

法令改正等老朽化対策に関する取組み

［H25.6］ ［H25.6］

［H26.4］

［H26.3］

［H26.6］

［H24.6］

定期点検に関する省令・告示 施行 ［H26.7］

［H26.7～］

［H29～］
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○各道路管理者の責任で以下のメンテナンスサイクルを実施 ○メンテナンスサイクルを持続的に回す以下の仕組みを構築

※施設数はH29.3月時点

[予算] 

[技術]

（高速） ○高速道路更新事業の財源確保 （平成２６年法改正）

（直轄） ○点検、修繕予算は最優先で確保

（地方） ○複数年にわたり集中的に実施する大規模修繕・更新に対し
て支援する補助制度

[体制]

○都道府県ごとに『道路メンテナンス会議』を設置

○メンテナンス業務の地域一括発注や複数年契約を実施

○社会的に影響の大きな路線の施設等について、国の職員等から構
成される『道路メンテナンス技術集団』による『直轄診断』を実施

○重要性、緊急性の高い橋梁等は、必要に応じて、国や高速会社等
が点検や修繕等を代行（跨道橋等）

○地方公共団体の職員・民間企業の社員も対象とした研修の充実

○点検業務・修繕工事の適正な積算基準を設定

○点検・診断の知識・技能・実務経験を有する技術者確保のための資
格制度

○産学官によるメンテナンス技術の戦略的な技術開発を推進

[国民の理
解・協働]

○老朽化の現状や対策について、国民の理解と協働の取組みを推
進

[点検]

[診断]

[措置]

[記録]

○統一的な尺度で健全度の判定区分を設定し、診断を実施

○橋梁（約７３万橋）・トンネル（約１万本）等は、国が定める統一的な
基準により、５年に１度、近接目視による全数監視を実施

○点検・診断の結果に基づき計画的に修繕を実施し、必要な修繕が
できない場合は、通行規制・通行止め

○利用状況を踏まえ、橋梁等を集約化・撤去

○適切な措置を講じない地方公共団体には国が勧告・指示

○点検・診断・措置の結果をとりまとめ、評価・公表（見える化）

『道路インフラ健診』

○過積載等の違反者への取締り・指導の強化[その他]

（省令・告示：Ｈ２６.３.３１公布、同年７.１施行）

区分 状態

Ⅰ 健全 構造物の機能に支障が生じていない状態

Ⅱ 予防保全段階
構造物の機能に支障が生じていないが、予防
保全の観点から措置を講ずることが望ましい
状態

Ⅲ 早期措置段階
構造物の機能に支障が生じる可能性があり、
早期に措置を講ずべき状態

Ⅳ 緊急措置段階
構造物の機能に支障が生じている、又は生じ
る可能性が著しく高く、緊急に措置を講ずべ
き状態

道路の老朽化対策の本格実施に関する提言（平成26年4月14日）の概要

２

Ⅱ メンテナンスサイクルを回す仕組みを構築
Ⅰ メンテナンスサイクルを確定

（道路管理者の義務の明確化）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨
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33%

3%

39%

52%

53%

50%

14%

44%

11%

0.1%

0.5%

0.1%

道路附属物等

トンネル

橋梁

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

※四捨五入の関係で合計値が100%にならない場合がある

Ⅰ－① 点検、Ⅰ－② 診断

Ⅰ 構造物の機能に支障が生じていない状態
Ⅱ 構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から
措置を講ずることが望ましい状態

Ⅲ 構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講
ずべき状態

Ⅳ 構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著しく
高く、緊急に措置を講ずべき状態

○ H26年7月からの定期点検が本格化し、平成26～28年度の累積点検実施率は、橋梁 約54%、
トンネル約47%、道路附属物等 約57%。

○ 診断した結果、緊急に措置が必要となるⅣ判定は、各施設とも非常に少ない割合。一方、早期に
措置が必要となるⅢ判定は、橋梁 約11%、トンネル 約44%、道路附属物等 約14%。

【出典】道路局調べ（H29.3末時点）

10%

15%

17%

20%

17%

24%

24%

18%

20%

24%

19%

18%

23%

31%

22%

橋梁

トンネル

道路附属物等

平成26年度 平成27年度 平成28年度

平成29年度 平成30年度

（9%）

（13%）

（16%）

（19%）

（16%）

（21%）

54%

57%

47%
（18%）

（20%）

（26%）

点検実施率

（ ）内は各年度の点検実施率

点検計画

平成26年度 平成27年度 平成28年度

３

Ⅰー① 点検 （点検計画と点検実施率） Ⅰ－② 診断 （点検結果（H26～28累計））

（723,495）

（10,878）

（39,875）

（398,243）

（5,227）

（23,781）

※実施率は平成26年度の施設を対象に算出
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Ⅰ－③ 措置、Ⅰー④ 記録

４

○措置については、損傷が深刻化してから大規模な修繕を行う、「事後保全型」から、損傷が軽微な
うちに補修を行う「予防保全型」への転換を図る

○点検・診断結果等について、道路メンテナンス年報等により毎年度公表（平成２７年度～）

Ⅰー③ 措置 Ⅰ－④ 記録

■道路メンテナンス年報の公表

１．道路メンテナンス年報について

２．点検結果

（１）全国の橋梁・トンネル・道路附属物等

（２）最優先で点検すべき橋梁

３．点検実施状況

（１）全国の橋梁・トンネル・道路附属物等

（２）都道府県別の点検実施状況

（３）最優先で点検すべき橋梁 等

■ホームページによる公表

https://www.ipf.mlit.go.jp/ipf/

社会資本情報プラットフォーム（試行版）

「国土交通省インフラ長寿命化計
画（行動計画）」に基づき、施設
分野ごとに社会資本の基本情報
及び維持管理に関する情報を集
約し、分野（現在８分野）ごとの
データベースを構築
→「道路メンテナンス年報」の
データを収録

■点検・診断結果を踏まえ、修繕等の措置を実施

0% 10% 20%

H26
点検

H27
点検

判定区分Ⅲの修繕着手状況

10%

17%

0% 10% 20%

判定区分Ⅱの修繕着手状況

1%

3%

平成26・27年度に点検・診断を実施した橋梁の修繕着手率※は、判
定区分Ⅲで約１～２割。判定区分Ⅱはほとんどが未着手の状況。

■予防保全による措置事例（鋼製桁の場合）

桁の塗装劣化やさびの発生 塗装の塗り替え

対策例

H26
点検

H27
点検

※H26・27年度に判定区分Ⅱ・Ⅲと診断された橋梁のうち修繕（設計を含む）に着手した割合（H28.3末時点）

（9,612）

（14,489）

（31,832）

（72,733）
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Ⅰー① 点検（参考）：点検要領の策定状況

【国管理】道路点検要領

舗装点検要領〔平成29年3月〕

歩道橋定期点検要領〔平成26年6月〕

道路のり面工・土工構造物の調査要領（案）
〔平成25年2月〕

橋
梁

ト
ン
ネ
ル

舗
装

土
工

附
属
物
等

○ 主要５分野（橋梁、トンネル、舗装、土工、附属物等）の点検要領を策定

橋梁定期点検要領〔平成26年6月〕

道路トンネル定期点検要領〔平成26年6月〕

ｼｪｯﾄﾞ、大型ｶﾙﾊﾞｰﾄ等定期点検要領〔平成26年6月〕

附属物（標識、照明施設等）点検要領
〔平成26年6月〕

小規模附属物点検要領〔平成29年3月〕（※）

【全道路】定期点検要領（技術的助言）

舗装点検要領〔平成28年10月〕（※）

横断歩道橋定期点検要領〔平成26年6月〕

道路土工構造物点検要領〔平成29年度策定予定〕（※）

道路橋定期点検要領〔平成26年6月〕

道路トンネル定期点検要領〔平成26年6月〕

ｼｪｯﾄﾞ、大型ｶﾙﾊﾞｰﾄ等定期点検要領〔平成26年6月〕

門型標識等定期点検要領〔平成26年6月〕

※社会資本整備審議会道路分科会道路技術小委員会にて調査・検討を実施（H26.12：第1回～H29.6：第8回）
このほか、新設・改築に関する以下の技術基準についても、調査・検討を実施
「道路土工構造物技術基準」、「道路標識設置基準」、「道路緑化技術基準」、「電線等の埋設物に関する設置基準」、
「凸部、狭窄部及び屈曲部の設置に関する技術基準」、「橋、高架の道路等の技術基準（道路橋示方書）」 ５

11 / 114

azeyanagi62
テキストボックス
資料①

azeyanagi62
長方形



○各道路管理者の責任で以下のメンテナンスサイクルを実施 ○メンテナンスサイクルを持続的に回す以下の仕組みを構築

※施設数はH29.3月時点

[予算] 

[技術]

（高速） ○高速道路更新事業の財源確保 （平成２６年法改正）

（直轄） ○点検、修繕予算は最優先で確保

（地方） ○複数年にわたり集中的に実施する大規模修繕・更新に対し
て支援する補助制度

[体制]

○都道府県ごとに『道路メンテナンス会議』を設置

○メンテナンス業務の地域一括発注や複数年契約を実施

○社会的に影響の大きな路線の施設等について、国の職員等から構
成される『道路メンテナンス技術集団』による『直轄診断』を実施

○重要性、緊急性の高い橋梁等は、必要に応じて、国や高速会社等
が点検や修繕等を代行（跨道橋等）

○地方公共団体の職員・民間企業の社員も対象とした研修の充実

○点検業務・修繕工事の適正な積算基準を設定

○点検・診断の知識・技能・実務経験を有する技術者確保のための資
格制度

○産学官によるメンテナンス技術の戦略的な技術開発を推進

[国民の理
解・協働]

○老朽化の現状や対策について、国民の理解と協働の取組みを推
進

[点検]

[診断]

[措置]

[記録]

○統一的な尺度で健全度の判定区分を設定し、診断を実施

○橋梁（約７３万橋）・トンネル（約１万本）等は、国が定める統一的な
基準により、５年に１度、近接目視による全数監視を実施

○点検・診断の結果に基づき計画的に修繕を実施し、必要な修繕が
できない場合は、通行規制・通行止め

○利用状況を踏まえ、橋梁等を集約化・撤去

○適切な措置を講じない地方公共団体には国が勧告・指示

○点検・診断・措置の結果をとりまとめ、評価・公表（見える化）

『道路インフラ健診』

○過積載等の違反者への取締り・指導の強化[その他]

（省令・告示：Ｈ２６.３.３１公布、同年７.１施行）

区分 状態

Ⅰ 健全 構造物の機能に支障が生じていない状態

Ⅱ 予防保全段階
構造物の機能に支障が生じていないが、予防
保全の観点から措置を講ずることが望ましい
状態

Ⅲ 早期措置段階
構造物の機能に支障が生じる可能性があり、
早期に措置を講ずべき状態

Ⅳ 緊急措置段階
構造物の機能に支障が生じている、又は生じ
る可能性が著しく高く、緊急に措置を講ずべ
き状態

道路の老朽化対策の本格実施に関する提言（平成26年4月14日）の概要

６

Ⅱ メンテナンスサイクルを回す仕組みを構築
Ⅰ メンテナンスサイクルを確定

（道路管理者の義務の明確化）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨
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○ 道路法等の一部を改正する法律（H26.6）

建設債務の償還

H62

更新費の
償還

H17

料
金
水
準

料金徴収期間H77

①計画的な更新を行う枠組みの構築

・ 高速道路機構・高速道路会社間の協定と、高速道路機構の業務実施計画に、更新事業を明記（国土交
通大臣が業務実施計画を認可）【高速道路機構法】

②更新需要に対応した新たな料金徴収年限の設定（世代間の負担の平準化） 【道路整備特措法】

更新後（イメージ）

・海水面から一定程度離れた高架構造とするため、桟橋全体を架け替え
・工事中の交通への影響軽減のため、迂回路を設置
・平成30年度は、上り線の下部工、上部工を実施予定。

○ 高速道路の更新

コンクリートの剥離、鉄筋腐食が発生

＜更新の事例：首都高速 東品川桟橋・鮫洲埋立部＞

Ⅱー⑤ 予算（高速）：高速道路における更新計画

７

施工状況（平成29年2月）

迂回路上部工
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○大規模修繕・更新に対して複数年にわたり集中的に支援を行うことにより、地方公共団体における

老朽化対策を推進し、地域の道路網の安全性・信頼性を確保

＜事業の要件＞
・都道府県・政令市の管理する道路：全体事業費１００億円以上
・市区町村の管理する道路：全体事業費 ３億円以上
・インフラ長寿命化計画（行動計画）において、引き続き存置が必要とされ
ているものであること
・点検・診断等を実施し、その診断結果が公表されている施設であること
・長寿命化修繕計画（個別施設計画）に位置付けられたものであること

■集約化・撤去の事例

○迂回路の「交差点改良」や「道路拡幅」を実施し、
通行止めとなっている老朽橋を「撤去」

隣接橋に接続する道路の改良

整備前 整備後

左折困難

整備前 整備後

左折可能

「道路拡幅」

「撤去」 「交差点改良」
市道○号線

交差点改良の概要

全景

■大規模修繕・更新の事例

道路拡幅の概要

落合橋（岡山県真庭市）

○鋼材の腐食が著しい橋梁を集中的に修繕

鋼材の腐食

下ノ加江橋（高知県土佐清水市）

○主部材の著しい損傷により更新

主桁の剥離、鉄筋露出
８

※平成２９年度には、集約化・撤去を対象として拡充

Ⅱ－⑤ 予算（地方）：大規模修繕・更新補助制度の導入（平成27年度創設）

おち あい ばし

しも の か え ばし

ま にわ し

と さ し みず し
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直轄診断実施箇所 措置

三島大橋
み しま まち

（福島県三島町）
修繕代行事業

大渡ダム大橋
に よど がわ ちょう

（高知県仁淀川町）
修繕代行事業

大前橋
つま ごい むら

（群馬県嬬恋村）

大規模修繕・更新
補助事業（更新）

沼尾シェッド
しも ごう まち

（福島県下郷町）
修繕代行事業

猿飼橋
と つ かわ むら

（奈良県十津川村）
修繕代行事業

呼子大橋
から つ し

（佐賀県唐津市）
修繕代行事業

万石橋
ゆ ざわ し

（秋田県湯沢市）
修繕代行事業

御鉾橋
かん な まち

（群馬県神流町）
修繕代行事業

Ⅱ－⑥ 体制：道路メンテナンス技術集団による直轄診断

○地方公共団体への支援策の一つとして、緊急かつ高度な技術力を要する可能性が高い施設につ
いて直轄診断を実施（平成26年度～）

■直轄診断実施箇所とその後の対応 ■平成28年度 直轄診断実施箇所 （平成29年度 修繕代行事業箇所）

年
度

H
26

主桁のひびわれ 鉄筋の露出

主桁の変形橋脚の洗掘

洗掘範囲

橋脚基部側面図

単位（mm)

洗掘範囲

９

年
度

H
27

年
度

H
28

万石橋（秋田県湯沢市）

御鉾橋（群馬県神流町）

まん ごく ばし ゆ ざわ し

み ほこ ばし かん な まち

み しま おお はし

おお ど おお はし

おお まえ はし

ぬま お

さる かい ばし

よぶ こ おお はし

まん ごく ばし

み ほこ ばし
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Ⅱ－⑥ 体制、Ⅱー⑦技術

○地方公共団体等の職員を対象とした技術レベル
に併せた研修を実施。（平成26年度～）

Ⅱ－⑥ 体制（研修の実施） Ⅱ－⑦技術（点検診断に関する技術者資格）

＜初級研修＞

・法令に基づく定期点検及び補修・補強工法選択の
判断に必要な基礎的知識・技能の取得
※平成26～28年度：約3,400名が受講
（平成26年度から、5年間の目標人数5,000人）

＜中級研修＞

・点検・検査・診断・補修補強の監督に必要な知識・
技術を取得

＜特論研修＞

・三大損傷（疲労・塩害・アルカリ骨材反応）の発生
要因や対策技術などの専門的知識の取得

■登録した施設分野

分野 施設
登録資格数

計 点検 診断

道路

橋梁（鋼橋） 42 26 16

橋梁（ｺﾝｸﾘｰﾄ橋） 42 26 16

トンネル 26 16 10

道路 計 110 68 42

河川 7

海岸 6

港湾 4

延べ登録資格数 127

H29.4.1 現在

＜省略＞

○点検・診断に必要な知識・技術を明確化し、それ
を満たす民間技術者資格を公募・登録（平成26年
度～）

○平成29年2月までに合計110件の民間資格を登録

１０

■研修体系
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１１

非破壊検査導入前後の検査費用の比較

＜全国の橋梁の平均橋面積（218㎡）あたりの検査費用＞

（千円）

0

20

40

60

80

100

120

打音検査 非破壊検査

約2割
約11万円

約8万円

導入前
（全て打音）

導入後
（非破壊スクリーニング＋打音）

目視及びハンマーによる打音検査

非破壊検査（赤外線調査）によるスクリーニング※

※異常が疑われる箇所に対して打音検査を実施 H29年度より約270橋で
試行予定

※ 土木設計業務等標準積算基準、建設物価（2017.1）、
H29技術者単価、H29労務単価より算出

※ 非破壊検査によるスクリーニング率を3%と仮定
（H27年度試行結果より）

出典：第61回 道路分科会 基本政策部会資料 平成29年4月

従来の方法

新技術を活用した方法

《橋梁のコンクリートのうき及び剥離》 ■コスト縮減の試算例
（コンクリートのうきを調べる非破壊検査技術）

橋梁点検車による点検

Ⅱ－⑦ 技術：新技術による効率的・効果的なメンテナンスの実現

○新技術の導入によるメンテナンス費用の縮減に向け、要求性能を満たす民間技術について、現場
導入を積極的に推進
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Ⅱ－⑧ 国民の理解・協働：国民への周知・理解の醸成

・様々な主体（産学官民）、複数の主体によるメンテナンス活動
を表彰し、公表（インフラメンテナンス国民会議による「インフラ
メンテナンス大賞」との連携）

親子で橋梁点検を体験

萬代橋130周年シンポジウムの開催 千住大橋の長寿を祝う会の開催

小学生の副読本を作成道の駅や公共施設等での
パネル展

１２

○道路構造物の老朽化の現状や、メンテナンスの活動等の「見える化」を充実させ、国民の理解と協
働の取組みを推進

・老朽化の現状、メンテナンスの重要性の訴求

・「大切に長く使う」といった理念の普及

＜萬代橋（新潟県）＞ ＜千住大橋（東京都）＞

第１回インフラメンテナンス大賞（国土交通大臣賞）

案件名：しゅうニャン橋守隊（ＣＡＴＳ－Ｂ）による猫の手メンテナンス活動代表団
体名：しゅうにニャン橋守隊（山口県周南市）

■老朽化パネル展、親子学習会、副読本

■長寿橋梁式典

■メンテナンス活動の表彰

ばんだいばし せんじゅおおはし
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※自動計測装置（全国39箇所）データから試算

１３

○過積載等の違反者に対しては、動的荷重計測装置（Weigh-in-motion)による自動取締りを強化
○取締り時の違反者への荷主情報の聴取等、荷主にも責任とコスト等を適切に分担

悪質な重量制限違反者への即時告発の実施

動的荷重計測装置（WIM）の配備

Ⅱ－⑨ その他：過積載撲滅に向けた取組（ＷＩＭの配備・取締の強化）

重量が基準の2倍以上の悪質な

違反者を即時告発する制度を平成

27年2月より導入。高速道路におい

てこれまでに31件を告発（うち、起訴

（略式請求含む）8件）。

WIMによる自動取締りに
ついて、真に実効性を上げ

る取組を強化するため、

WIMの配備を増強。

過積載車両が道路橋に与える影響

特殊車両における過積載の割合

32%

34%

33%
31% 33%

0%

20%

40%

60%

H24 H25 H26 H27 H28

(直轄国道41箇所、高速道路約129箇所(平成29年3月末現在）)

荷主にも責任等を適切に分担

荷主にも過積載の責任を課すた

め、今後、取締り時の荷主情報の

聴取及び荷主への勧告を強化する

とともに、新たに特車許可申請に

荷主情報を記載する方式を導入。

荷主から
強要を受けた
経験あり

15%

荷主から強要を受けた
経験なし・無回答

75%

※自動計測装置（全国39箇所）データ 【全日本トラック協会へのアンケート結果】

過
積
載
の
割
合

特殊車両の約3割が過積載車両

0.3%の過積載車両が道路橋の劣化に与える影響度
は、全交通の約9割を占める。
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メンテナンスのセカンドステージへ

１４

○今後、加速度的に増加する老朽化インフラに対応するにあたり、メンテナンスのセカンドステージと

して、以下の取組を実施

（１）予防保全を前提としたメンテナンスの
計画的な実施

（２）新技術の導入等による長寿命化・コスト縮減

（３）過積載撲滅に向けた取組の強化

（４）集約化・撤去による管理施設数の削減

（５）適正な予算等の確保

（６）地方への国による技術支援の充実

•定期的な点検・診断の結果等のデータ蓄積・共有

•民間技術活用に向けた、評価技術の現場導入、公募テー
マの拡充

•取締り時の違反者への荷主情報の聴取、荷主も関与した特車
許可申請の実施

•OBW（車載型荷重計測システム）の装着を促す仕組みの導入

•ガイドラインや事例集を作成し、道路施設の集約化・撤去
の推進をサポート

•点検結果の蓄積・コスト縮減策を踏まえ将来必要額の検討

•技術者派遣制度の構築・運用
•直轄国道事務所や研究機関による技術的支援体制の構築

※下線：今後実施する取組
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（２） 点検及び修繕の実施状況について

資料②
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26 28 54% 47% 57%

26 28
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関東管内の点検結果の分布（橋梁）

■ 橋 梁

○ 関東管内の平成28年度の点検実施橋梁について、整備局、高速道路会社、都県別に判定区分
の割合を見ると、次のとおり、地域ごとに判定区分の割合に差がありました。

○ なお、関東管内の全体の判定区分は、点検実施数31,693橋に対し、判定区分Ⅰ 37%、Ⅱ
54%、Ⅲ 9%、Ⅳ 0.1%となりました。

※都県内には、市区町村及び公社の判定区分数が含まれています。

（点検実施数）

47%

5%

27%

40%

53%

48%

41%

26%

50%

48%

27%

37%

38%

90%

67%

56%

40%

47%

48%

62%

43%

48%

57%

54%

15%

5%

6%

5%

7%

5%

11%

12%

7%

4%

16%

9%

0%

0%

0.1%

0%

0%

0.1%

0.1%

0%

0.1%

0.1%

0.1%

0.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

関東地整 （717）

高速道路会社（1,348）

茨城県 （4,245）

栃木県 （3,622）

群馬県 （3,102）

埼玉県 （4,049）

千葉県 （3,459）

東京都 （ 972）

神奈川県 （1,881）

山梨県 （1,701）

長野県 （6,597）

合 計 （31,693）

Ⅰ：健全 Ⅱ：予防保全段階 Ⅲ：早期措置段階 Ⅳ：緊急措置段階
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53%

42%

40%

31%

25%

28%

46%

37%

45%

54%

55%

61%

61%

54%

48%

54%

2%

4%

6%

8%

14%

18%

6%

9%

0%

0%

0%

0%

0%

0.2%

0.1%

0.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

～10年 （860）

11年～20年 （2,199）

21年～30年 （3,749）

31年～40年 （4,891）

41年～50年 （5,276）

51年～ （3,975）

不 明 （10,743）

合 計 （31,693）

Ⅰ：健全 Ⅱ：予防保全段階 Ⅲ：早期措置段階 Ⅳ：緊急措置段階

関東管内の点検結果の分布（関東地整）

■ 橋 梁

○ 関東地整内において、平成28年度の点検実施橋梁のうち、緊急又は早期に修繕などの措置を
行う必要のある橋梁が約9%(2,758橋)ありました。

○ 建設経過年数が長くなるほど、早期に修繕などの措置が必要な橋梁の割合が多くなっていま
す。51年以降で健全な橋梁が多くなっているのは補修後の橋梁が多く含まれていると推定し
ます。

（点検実施数）（建設経過年度）
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4%

23%

0%

7%

2%

3%

2%

2%

7%

64%

63%

63%

40%

63%

81%

50%

37%

57%

32%

15%

37%

53%

32%

16%

48%

54%

34%

0%

0%

0%

0%

2%

0%

0%

7%

2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

関東地整 （ 28）

高速道路会社（ 75）

茨城県 （ 0）

栃木県 （ 19）

群馬県 （ 15）

埼玉県 （ 0）

千葉県 （ 41）

東京都 （ 0）

神奈川県 （ 37）

山梨県 （ 48）

長野県 （ 57）

合 計 （ 320）

Ⅰ：健全 Ⅱ：予防保全段階 Ⅲ：早期措置段階 Ⅳ：緊急措置段階

関東管内の点検結果の分布（トンネル）

■ トンネル

○ 関東管内の平成28年度の点検実施トンネルについて、整備局、高速道路会社、都県別に判定
区分の割合を見ると、次のとおり、地域ごとに判定区分の割合に差がありました。

○ なお、関東管内の全体の判定区分は、点検実施数320施設に対し、判定区分Ⅰ 7%、Ⅱ 57%、
Ⅲ 34%、Ⅳ 2% となりました。

※都県内には、市区町村及び公社の判定区分数が含まれています。

（点検実施数）

点 検 実 施 せ ず

点 検 実 施 せ ず

点 検 実 施 せ ず

27 / 114

azeyanagi62
テキストボックス
資料②－１



関東管内の点検結果の分布（道路附属物等）

■ 道路附属物等

○ 関東管内の平成28年度の点検実施道路附属物等について、整備局、高速道路会社、都県別に
判定区分の割合を見ると、次のとおり、地域ごとに判定区分の割合に差がありました。

○ なお、関東管内の全体の判定区分は、点検実施数1,860施設に対し、判定区分Ⅰ 32%、
Ⅱ 55%、Ⅲ 13%、Ⅳ 0% となりました。

※都県内には、市区町村及び公社の判定区分数が含まれています。

（点検実施数）

点 検 実 施 せ ず

点 検 実 施 せ ず

19%

56%

8%

5%

23%

31%

20%

11%

10%

32%

62%

42%

64%

52%

73%

49%

70%

75%

55%

55%

19%

2%

28%

43%

5%

19%

11%

14%

35%

13%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

関東地整 （ 58）

高速道路会社（ 18）

茨城県 （ 0）

栃木県 （ 83）

群馬県 （ 125）

埼玉県 （ 40）

千葉県 （ 77）

東京都 （ 207）

神奈川県 （ 88）

山梨県 （ 0）

長野県 （ 20）

合 計 （1,860）

Ⅰ：健全 Ⅱ：予防保全段階 Ⅲ：早期措置段階 Ⅳ：緊急措置段階
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埼玉県のＨ２８点検結果（橋梁）

＜平成28年度管理者別点検結果（橋梁）＞

管理者 管理施設数 点検実施数

判定区分内訳

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

国土交通省 541 131 92 37 2 0

高速道路会社 706 277 9 259 9 0

埼玉県
(公社含む)

2,786 144 25 99 20 0

市区町村
(政令市含む)

16,069 3,901 1,914 1,806 177 4

合計 20,102 4,453 2,040 2,201 208 4

○埼玉県の橋梁の点検結果は、判定区分Ⅳ（緊急に措置を講ずべき状態）が 4橋（0.1%）あり、また、
判定区分Ⅲ（早期に措置を講ずべき状態）は 208橋（4.7%）、さらに、判定区分Ⅱ（予防保全の観点
から措置を講ずることが望ましい状態）は 2,201橋（49.4%）でした。

※ 平成29年7月25日時点

※国土交通省の管理橋梁数のうち、3橋が東京都所在地である。

区分 状態

Ⅰ 健全 構造物の機能に支障が生じていない状態

Ⅱ 予防保全段階
構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から措置を講ず
ることが望ましい状態

Ⅲ 早期措置段階 構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講ずべき状態

Ⅳ 緊急措置段階
構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著しく高く、緊
急に措置を講ずべき状態

＜判定区分表＞

資料②－２
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埼玉県のＨ２８点検結果（トンネル）

＜平成28年度管理者別点検結果（道路トンネル）＞

管理者 管理施設数 点検実施数

判定区分内訳

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

国土交通省 - - - - - -

高速道路会社 22 0 0 0 0 0

埼玉県
(公社含む)

45 0 0 0 0 0

市区町村
(政令市含む)

15 0 0 0 0 0

合計 82 0 0 0 0 0

○本年度については、埼玉県のトンネルの点検はありませんでした。

※ 平成29年7月25日時点

資料②－２

区分 状態

Ⅰ 健全 構造物の機能に支障が生じていない状態

Ⅱ 予防保全段階
構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から措置を講ず
ることが望ましい状態

Ⅲ 早期措置段階 構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講ずべき状態

Ⅳ 緊急措置段階
構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著しく高く、緊
急に措置を講ずべき状態

＜判定区分表＞
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埼玉県のＨ２８点検結果（道路附属物等）

＜平成28年度管理者別点検結果（道路附属物等）＞

管理者 管理施設数 点検実施数

判定区分内訳

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

国土交通省 418 86 28 49 9 0

高速道路会社 547 111 53 56 2 0

埼玉県
(公社含む)

416 5 0 5 0 0

市区町村
(政令市含む)

192 33 7 24 2 0

合計 1,573 235 88 134 13 0

○埼玉県の道路附属物等の点検結果は、判定区分Ⅲ（早期に措置を講ずべき状態）は 13施設（5.5%）あ
り、また、判定区分Ⅱ（予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい状態）は 136施設（57.9%）
でした。

※ 平成29年7月25日時点

資料②－２

区分 状態

Ⅰ 健全 構造物の機能に支障が生じていない状態

Ⅱ 予防保全段階
構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から措置を講ず
ることが望ましい状態

Ⅲ 早期措置段階 構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講ずべき状態

Ⅳ 緊急措置段階
構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著しく高く、緊
急に措置を講ずべき状態

＜判定区分表＞

道路附属物は、横断歩道橋、シェッド、大型カルバート、門型標識等。

※国土交通省・高速道路会社の管理施設のうち、2施設が東京都所在地である。
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【機密性２】埼玉県のＨ２９点検進捗状況（中間報告） 資料②－３

道路施設
H29点検
計画数

(A)

H29点検
実施済数

(B)

H29点検予定数
（C)

計画数との差
（C)-(A)

点検進捗
B/A

橋梁 5,975 1,999 5,638 -337 33.5 %

トンネル 38 30 38 0 78.9 %

道路附属物等 205 29 265 60 14.1 %

＜各構造物の平成29年度の点検進捗状況＞

・H29点検実施済数（B）には、点検作業中のもの含まれています。

※ 平成29年11月末時点
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国 541 275 126 126 401 74.1% 140
高速道路会社 706 310 209 154 464 65.7% 242
埼玉県 2,786 2,446 238 238 2,684 96.3% 102
さいたま市 863 525 167 167 692 80.2% 171
川越市 610 369 152 152 521 85.4% 89
熊谷市 1,070 446 295 268 714 66.7% 356
川口市 411 204 105 105 309 75.2% 102
行田市 664 84 574 132 216 32.5% 448
秩父市 508 118 328 348 466 91.7% 42
所沢市 184 3 93 93 96 52.2% 88
飯能市 394 172 94 94 266 67.5% 128
加須市 1,122 502 244 278 780 69.5% 342
本庄市 314 162 152 151 313 99.7% 1
東松山市 270 74 79 79 153 56.7% 117
春日部市 595 312 133 150 462 77.6% 133
狭山市 216 38 101 101 139 64.4% 77
羽生市 376 135 136 162 297 79.0% 79
鴻巣市 517 87 228 228 315 60.9% 202
深谷市 782 470 171 200 670 85.7% 112
上尾市 65 2 63 62 64 98.5% 1
草加市 235 56 92 92 148 63.0% 87
越谷市 454 328 126 126 454 100.0% 0
蕨市 59 59 0 0 59 100.0% 0
戸田市 67 31 36 39 70 104.5% -3
入間市 170 57 60 60 117 68.8% 53
朝霞市 29 4 25 25 29 100.0% 0
志木市 24 10 8 8 18 75.0% 6
和光市 39 23 4 4 27 69.2% 12
新座市 47 13 34 14 27 57.4% 20
桶川市 62 32 18 19 51 82.3% 11
久喜市 659 178 301 301 479 72.7% 180
北本市 52 1 25 26 27 51.9% 25
八潮市 115 89 18 18 107 93.0% 8
富士見市 89 0 44 100 100 112.4% -11
三郷市 143 50 38 34 84 58.7% 59
蓮田市 179 91 49 49 140 78.2% 39
坂戸市 155 42 113 113 155 100.0% 0
幸手市 198 81 59 61 142 71.7% 56
鶴ヶ島市 85 1 0 0 1 1.2% 84
日高市 132 4 2 2 6 4.5% 126
吉川市 167 3 99 86 89 53.3% 78
ふじみ野市 35 1 34 34 35 100.0% 0
白岡市 196 167 0 0 167 85.2% 29
伊奈町 49 8 23 34 42 85.7% 7
三芳町 24 3 0 0 3 12.5% 21
毛呂山町 111 56 23 23 79 71.2% 32
越生町 99 6 45 45 51 51.5% 48
滑川町 68 68 0 0 68 100.0% 0
嵐山町 71 41 9 9 50 70.4% 21
小川町 332 215 77 77 292 88.0% 40
川島町 581 211 194 210 421 72.5% 160
吉見町 184 52 65 65 117 63.6% 67
鳩山町 110 70 26 28 98 89.1% 12
ときがわ町 217 136 48 48 184 84.8% 33
横瀬町 77 52 25 25 77 100.0% 0
皆野町 164 110 17 17 127 77.4% 37
長瀞町 106 91 15 15 106 100.0% 0
小鹿野町 210 72 54 61 133 63.3% 77
東秩父村 107 107 0 0 107 100.0% 0
美里町 172 27 20 20 47 27.3% 125
神川町 163 2 80 80 82 50.3% 81
上里町 137 1 136 136 137 100.0% 0
寄居町 303 221 65 65 286 94.4% 17
宮代町 89 38 37 37 75 84.3% 14
杉戸町 207 177 30 31 208 100.5% -1
松伏町 136 23 113 113 136 100.0% 0
合計 20,102 9,842 5,975 5,638 15,480 77.0% 4,622

※2　点検計画数のうち、H26・H27・H28は点検実施数。

埼玉県の平成29年度点検進捗状況（橋梁）

備考H29までの点検見
込み数（E=B+D）

管理施設数に対
する点検割合

（E/A）

H30点検予定
数（F=A-E）

道路管理者名
管理施設数

(A)
H26～H28の点検
実施状況（B）

H29当初点検
予定（C）

H29点検見込
み数（D）

※1　管理施設数は、平成29年7月25日時点
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国 0 0 0 0 0 0 0
高速道路会社 22 2 6 6 8 36.4% 14
埼玉県 45 4 28 28 32 71.1% 13
さいたま市 1 1 0 0 1 100.0% 0
秩父市 8 0 4 4 4 50.0% 4
飯能市 1 0 0 0 0 0.0% 1
毛呂山町 1 0 0 0 0 0.0% 1
小鹿野町 4 0 0 0 0 0.0% 4
合計 82 7 38 38 45 54.9% 37

埼玉県の平成29年度点検進捗状況（道路付属物等）

国 418 217 78 78 295 70.6% 123
高速道路会社 547 329 74 80 409 74.8% 138
埼玉県 416 405 8 8 413 99.3% 3 （公社含む）
さいたま市 61 31 18 18 49 80.3% 12
川越市 6 2 0 0 2 33.3% 4
熊谷市 9 0 9 9 9 100.0% 0
川口市 18 3 3 3 6 33.3% 12
行田市 2 0 0 0 0 0.0% 2
秩父市 2 0 2 4 4 200.0% -2
所沢市 13 11 2 55 66 507.7% -53
東松山市 7 0 0 0 0 0.0% 7
狭山市 5 0 0 0 0 0.0% 5
鴻巣市 1 0 0 0 0 0.0% 1
深谷市 1 1 0 0 1 100.0% 0
上尾市 5 0 0 0 0 0.0% 5
草加市 1 0 1 1 1 100.0% 0
越谷市 2 0 2 2 2 100.0% 0
戸田市 5 0 0 0 0 0.0% 5
入間市 10 0 0 0 0 0.0% 10
朝霞市 8 0 0 0 0 0.0% 8
志木市 1 1 0 0 1 100.0% 0
和光市 8 8 0 0 8 100.0% 0
久喜市 8 0 3 3 3 37.5% 5
三郷市 1 0 1 1 1 100.0% 0
坂戸市 2 2 0 0 2 100.0% 0
鶴ヶ島市 3 0 0 0 0 0.0% 3
日高市 1 1 0 0 1 100.0% 0
吉川市 1 1 0 0 1 100.0% 0
ふじみ野市 2 0 2 2 2 100.0% 0
白岡市 1 0 0 0 0 0.0% 1
滑川町 2 2 0 0 2 100.0% 0
嵐山町 1 1 0 0 1 100.0% 0
小川町 1 1 0 0 1 100.0% 0
横瀬町 1 0 1 0 0 0.0% 1
寄居町 2 0 0 0 0 0.0% 2
松伏町 1 0 1 1 1 100.0% 0
合計 1,573 1,016 205 265 1,281 81.4% 292

※2　点検計画数のうち、H26・H27・H28は点検実施数。

※2　点検計画数のうち、H26・H27・H28は点検実施数。

道路管理者名
管理施設数

(A)

埼玉県の平成29年度点検進捗状況（トンネル）

道路管理者名
管理施設数

(A)
H26～H28の点検
実施状況（B）

H29当初点検
予定（C）

H29までの点検見
込み数（E=B+D）

管理施設数に対
する点検割合

（E/A）

H30点検予定
数（F=A-E）

備考

※1　管理施設数は、平成29年7月25日時点

H29点検見込
み数（D）

備考

※1　管理施設数は、平成29年7月25日時点

H26～H28の点検
実施状況（B）

H29当初点検
予定（C）

H29点検見込
み数（D）

H29までの点検見
込み数（E=B+D）

管理施設数に対
する点検割合

（E/A）

H30点検予定
数（F=A-E）
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埼玉県の平成２９年度修繕予定

道路施設
H29修繕

当初計画数
(A)

H29修繕
実施済数

(B)
※着手中を含む

H29修繕見込み数

橋梁 361 187 (52%) 284 (79%)

トンネル 0 0 0

道路附属物等 38 20 (53%) 20 (53%)

＜各構造物の平成29年度の修繕進捗状況＞

資料②－４

※ 平成29年11月末時点

・橋梁のH29修繕予定数のうち、３橋は県外にある管理橋梁。
・道路附属物等とは、大型カルバート、シェッド、横断歩道橋、門型標識等
・前倒し修繕橋梁４橋を含む
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個別施設計画の策定状況 資料②－５

平成29年8月
道路メンテナンス年報抜粋
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個別施設計画の策定状況 資料②－５

平成29年8月
道路メンテナンス年報抜粋
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（３） メンテナンス関係費用について

資料③
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（４） 平成２９年度の課題・取組み予定

資料④
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道路構造物管理実務者研修（平成２９年度）

平成２９年度の道路構造物管理実務者研修
＜関東地方整備局主催ｰ橋梁（４日間）、トンネル（３日間）＞

目 的：地方公共団体職員の技術力育成のため、点検要領に基づく点検に必要な知識技能の習得を図る。

対 象：地方公共団体職員及び関東地方整備局職員

開催状況・予定：

橋梁初級研修Ⅰ ①Ｈ２９．７．１８～７．２１
②Ｈ２９．９．２６～９．２９

橋梁初級研修Ⅱ ①Ｈ２９．１０．３～１０．６
②Ｈ２９．１１．２８～１２．１

トンネル研修 ①Ｈ２９．１０．３１～１１．２

場 所：国土交通大学校 柏研修センター

※橋梁初級研修Ⅰ：点検要領に基づく点検に必要な知識・技能の習得

橋梁初級研修Ⅱ：補修・補強の工法選択の判断に必要な基礎知識の習得

＜昨年度の研修状況＞

地方公共団体
参加・申込み状況（団体数）

４５
４２

３３（申込み数）
４１（申込み数）

１３（申込み数）
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【機密性２】

○平成２９年度は、合同点検を希望する４市町（①ときがわ町、②越生町、③日高市、④行田市）を
対象に実施。

第１グループ さいたま・朝霞・北本県土整備事務所管内

第２グループ 川越・飯能・東松山県土整備事務所管内

第３グループ 秩父・本庄・熊谷・行田県土整備事務所管内

第４グループ 越谷・杉戸県土整備事務所管内

嵐山町

さいたま市
川越市

熊谷市

川口市

行田市

秩父市

所沢市

飯能市

加須市

本庄市

東松山市

狭山市

羽生市

鴻巣市

深谷市

上尾市

草加市

春日部市

越谷市

久喜市 幸手市

杉戸町

宮代町
白岡町

蓮田市

松伏町

吉川市

三郷市

八潮市
蕨市

戸田市

和光市

朝霞市

志木市

新座市

富士見市

三芳町

ふじみ野市

入間市

伊奈町桶川市

北本市

吉見町

川島町
坂戸市

鶴ヶ島市

日高市

毛呂山町

越生町

鳩山町

滑川町
小川町

ときがわ町

横瀬町

小鹿野町

皆野町

寄居町
長瀞町

美里町

上里町

神川町

東秩父村

平成２９年度

■技術講習会（橋梁点検）会場

（参考）平成２８年度

平成２９年度 地公体が直営で実施する橋梁点検の技術的支援（合同点検） 資料④－１
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【機密性２】

○平成29年度は、昨年度に引き続き、地方公共団体職員の技術力向上及び着実な点検の実施を図るため、
地方公共団体が実施する橋梁の直営点検への技術支援（合同点検）を実施

■開催概要
○本年度に直営点検を実施する自治体への技術支援
○自治体が実施する点検やコンサル委託で実施する点検における、診断等の進め方に関する技術的サ

ポート
〇自治体職員とメンテナンス会議事務局が合同で橋梁点検を行い、実践的に技術支援

市町村名 座学会場 道路橋名 所在地 備考

勉強会／
現地調査

平成29年11月8日（水）
８：３０～ １２：００

花見橋 行田市栄町143-1 酒巻導水路を跨ぐ橋梁

現場点検
平成29年11月13日（月）
１３：３０～ １７：００

5-85橋
行田市
大字谷郷字久保田1145番

谷郷排水路を跨ぐ橋梁

勉強会／
現地調査

平成29年11月9日（木）
８：３０～ １２：００

駒高陸橋
日高市大字
高麗本郷字井戸入1060-1

A409号線を跨ぐ橋梁

現場点検
平成29年11月20日（月）
１３：３０～ １７：００

出世橋
日高市大字
新堀字釜渕819番地1

高麗川を跨ぐ橋梁

勉強会／
現地調査

平成29年11月22日（水）
８：３０～ １２：００

田向橋
ときがわ町大字日影字高谷
731-2

雀川を跨ぐ橋梁

現場点検
平成29年11月30日（木）
１３：３０～ １７：００

田高橋 ときがわ町大字日影字高谷71雀川を跨ぐ橋梁

勉強会／
現地調査

平成29年11月24日（金）
８：３０～ １２：００

４０号橋
越生町
大字西和田字潜谷890-4

渋沢川を跨ぐ橋梁

現場点検
平成29年11月29日（水）
１３：３０～ １７：００

松木田橋
越生町
大字上谷字下日向277-1

上殿川を跨ぐ橋梁

日時

行田市役所３０５会議室

日高市役所１０１会議室

日影分館

越生町役場２０１・２０２会議室

行田市

日高市

ときがわ町

越生町

平成２９年度 地公体が直営で実施する橋梁点検の技術的支援（合同点検） 資料④－１
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【機密性２】

橋名：5-85橋（市道5.3-232号線） 橋長：Ｌ＝3.20m 幅員：W＝8.0m
住所：行田市大字谷郷字久保田1145番
上部工形式：ボックスカルバート橋 架設年次：不明

橋名：花見橋（市道5.3-346号線） 橋長：Ｌ＝11.20m 幅員：W＝6.20m
住所：行田市栄町143-1
上部工形式：ＰＣ単純床版橋 架設年次：不明

行田市役所

現場実習会場
（市道5.3-346号線 花見橋）

市役所入り口交差点
国道１２５号線

走行ﾙｰﾄ

現場実習会場
（市道5.3-346号線 花見橋）

現場実習会場
（市道5.3-346号線 花見橋）

走行ﾙｰﾄ

現場実習会場
（市道5.3-232号線 5-85橋）

行田市駅

※出典：地理院地図（電子国土Web）を加筆修正

資料④－１■行田市 【５－２６橋（花見橋）・５－８５橋】

44 / 114



【機密性２】■日高市 【出世橋・駒高陸橋】

橋名：出世橋（市道69号線）
住所：日高市大字新堀字釜渕819番地1
橋長：Ｌ＝51.03m
幅員：W＝4.70m
上部工形式：鋼桁RC床版橋
架設年次：昭和43年（月不明）

現場実習会場
（市道69号線 出世橋）

走行ﾙｰﾄ 日高市役所
県道７４号線

南平沢交差点

板仏交差点

四本木交差点

日高富士見台幼稚園

橋名：駒高陸橋（市道A342号線） 橋長：Ｌ＝12.60m 幅員：W＝5.95m
住所：日高市大字高麗本郷字井戸入1060-1
上部工形式：RCボックスカルバート 架設年次：平成12年（月不明）

現場実習会場
（市道A342号線 駒高陸橋）

現場実習会場
（市道69号線 出世橋）

和田商店

走行ﾙｰﾄ

※出典：地理院地図（電子国土Web）を加筆修正

資料④－１
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【機密性２】■ときがわ町 【田向橋・田高橋】

橋名：田向橋（町道1-9号線） 橋長：Ｌ＝7.55m 幅員：W＝6.90m
住所：ときがわ町大字日影字高谷731-2
上部工形式：ボックスカルバート 架設年次：不明

橋名：田高橋（町道玉1382号線） 橋長：Ｌ＝7.10m 幅員：W＝4.60m
住所：ときがわ町大字日影字高谷717-1
上部工形式：鋼とRC(PC)橋との混合橋 架設年次：昭和54年

日影分館

現場実習会場
（町道1-9号線 田向橋）

走行ﾙｰﾄ

日影分館

現場実習会場
（町道玉1382号線 田高橋）

走行ﾙｰﾄ

現場実習会場
（町道1-9号線 田向橋）

※出典：地理院地図（電子国土Web）を加筆修正

資料④－１
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【機密性２】■越生町 【４０号橋・松木田橋】

橋名：松木田橋（町道1-12号線） 橋長：Ｌ＝9.44m 幅員：W＝5.20m
住所：越生町大字上谷字下日向277-1
上部工形式：コンクリート床版 架設年次：不明

橋名：４０号橋（町道3-2159号線） 橋長：Ｌ＝11.20m 幅員：W＝2.5m
住所：越生町大字西和田字潜谷890-4
上部工形式：コンクリート床版橋 架設年次不明越生町役場

現場実習会場
（町道3-2159号線 ４０号橋）

走行ﾙｰﾄ

走行ﾙｰﾄ

現場実習会場
（町道1-12号線 松木田橋）

梅林入口交差点

※出典：地理院地図（電子国土Web）を加筆修正

三滝入口交差点
県道30号線

現場実習会場
（町道3-2159号線 ４０号橋）

三滝入口交差点
県道30号線

資料④－１
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【機密性２】

＜合同現地踏査＞

事前準備
・橋梁台帳・設計図書 ・補修履歴
・過去の点検調書

・橋梁台帳の確認 ・点検帳票等の作成
・部材番号図 ・点検機器及び点検作業車
・点検日程の確認

＜勉強会＞

・注意すべき部位、損傷
・部材番号の付け方 ・野帳の記載方法
・写真の撮り方 等
・損傷図、損傷程度評価表の作成
・損傷写真の作成
・健全性の判断（診断） 等

１．事前準備段階

技
術
的
サ
ポ
ー
ト
①

※自治体が実施する点検に対し、技術的助言を行う

平成２９年度 地公体が直営で実施する橋梁点検の技術的支援（合同点検） 資料④－１
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【機密性２】

＜合同点検＞
・道路橋定期点検要領に基づく近接目視
点検（触診、打音等の非破壊検査併用）

点検結果の整理
・損傷図、損傷程度評価表の作成
・損傷写真の作成等

２．点検作業

技
術
的
サ
ポ
ー
ト
②

※自治体が実施する点検に対し、技術的助言を行う

・立地条件、環境条件 ・点検手段の確認点検準備

平成２９年度 地公体が直営で実施する橋梁点検の技術的支援（合同点検） 資料④－１
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【機密性２】

○埼玉県内の市町村４グループの中から、各グループ毎に１橋梁を選抜し、現地講習会の開催地とする。
○平成２９年度は、①春日部市、②上尾市、③東松山市、④熊谷市が管理する橋梁を対象。

第１グループ さいたま・朝霞・北本県土整備事務所管内

第２グループ 川越・飯能・東松山県土整備事務所管内

第３グループ 秩父・本庄・熊谷・行田県土整備事務所管内

第４グループ 越谷・杉戸県土整備事務所管内

嵐山町

さいたま市
川越市

熊谷市

川口市

行田市

秩父市

所沢市

飯能市

加須市

本庄市

東松山市

狭山市

羽生市

鴻巣市

深谷市

上尾市

草加市

春日部市

越谷市

久喜市 幸手市

杉戸町

宮代町
白岡町

蓮田市

松伏町

吉川市

三郷市

八潮市
蕨市

戸田市

和光市

朝霞市

志木市

新座市

富士見市

三芳町

ふじみ野市

入間市

伊奈町桶川市

北本市

吉見町

川島町
坂戸市

鶴ヶ島市

日高市

毛呂山町

越生町

鳩山町

滑川町
小川町

ときがわ町

横瀬町

小鹿野町

皆野町

寄居町
長瀞町

美里町

上里町

神川町

東秩父村

平成２９年度 技術講習会（橋梁点検）

平成２９年度

■技術講習会（橋梁点検）会場

（参考）平成２８年度

資料④－１
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【機密性２】

○平成26年度から地方公共団体職員の技術力向上を図るため、技術講習会（橋梁点検）を開催
○平成29年度は、昨年度に引き続き、市町村が管理する橋梁を対象に技術講習会を開催

■メリット
・最寄りの技術講習会に参加することが可能となり、移動時間の負担が少ない。
・少人数での直営点検の実施により、参加者全てが体験可能となり、理解度が高まる。
・開催回数を増やすことにより、参加者の増が見込まれる。

コース 日　　　時 場　　　所

第１回 平成29年11月16日（木） （座学）上尾市役所本庁舎7階大会議室

（上尾市） 10：00～16:00 （現場実習）日の宮橋

第２回 平成29年11月21日（火） 東松山市総合会館4階多目的ホールＡ

（東松山市） 10：00～16:00 （現場実習）八幡橋

第３回 平成29年11月27日（月） （座学）熊谷市別府公民館

（熊谷市） 10：00～16:00 （現場実習）無名1113号橋

第４回 平成29年11月28日（火） 春日部市役所別館502会議室

（春日部市） 10：00～16:00 （現場実習）Ｅ346号橋

平成２９年度 技術講習会（橋梁点検） 資料④－１
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【機密性２】

■第１回（上尾市）開催

① 時 期：平成29年11月16日（木） 10：00～ 16：00 （会場定員 約６０名）

② 開催場所：上尾市役所本庁舎7階大会議室（住所：上尾市本町3丁目1番1号）（座学）
市道2039号線 日の宮橋（住所：上尾市本町二丁目1236番地先）（現場実習）

③ 内 容：座学（点検に関する法令・技術基準の体系、定期点検の実施と記録 等）・・・午前中
現場実習（橋梁点検）・・・午後

④ 講 師：大宮国道事務所 道路構造保全官

※出典：地理院地図（電子国土Web）を加筆修正

上尾市役所
（座学会場）

現場実習会場
（日の宮橋）

愛宕（北）交差点

中山道

走行ﾙｰﾄ

・橋長：L=44.8m
・幅員：W= 7.0m
・上部工形式：鋼桁橋
・架設年次：1986年

平成２９年度 技術講習会（橋梁点検） 資料④－１
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【機密性２】

■第２回（東松山市）開催

① 時 期：平成29年11月21日（火） 10：00～ 16：00 （会場定員 約９０名）

② 開催場所：東松山市総合会館 多目的ホールA 4階（住所：東松山市松葉町1丁目-2番-3号）（座学）
市道第2678号線 八幡橋（住所：東松山市大字松山字打越1440番1地先）（現場実習）

③ 内 容：座学（点検に関する法令・技術基準の体系、定期点検の実施と記録 等）・・・午前中
現場実習（橋梁点検）・・・午後

④ 講 師：大宮国道事務所 道路構造保全官

※出典：地理院地図（電子国土Web）を加筆修正

座学会場

現場実習会場
（八幡橋）

走行ﾙｰﾄ

東松山市役所

県道４０７号線

天神橋交差点

小松原町交差点

・橋長 ： Ｌ＝35.8m
・幅員 ： Ｗ＝7.2m
・上部工形式 ： ＰＣ橋
・架設年次 ： 1980年

平成２９年度 技術講習会（橋梁点検） 資料④－１
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【機密性２】

■第３回（熊谷市）開催

① 時 期：平成29年11月27日（月） 10：00～ 16：00 （会場定員 約２７名）

② 開催場所：熊谷市別府公民館 （住所：熊谷市西別府2252-1）（座学）
市道10962号線 無名1113号橋（住所：熊谷市東別府字堺田1368番1地先）（現場実習）

③ 内 容：座学（点検に関する法令・技術基準の体系、定期点検の実施と記録 等）・・・午前中
現場実習（橋梁点検）・・・午後

④ 講 師：大宮国道事務所 道路構造保全官

※出典：地理院地図（電子国土Web）を加筆修正

座学会場

現場実習会場
（無名1113号橋）

深谷ﾊﾞｲﾊﾟｽ

西別府交差点

堰道橋

走行ﾙｰﾄ

東別府橋
・橋長 ： Ｌ＝77.2m
・幅員 ： Ｗ＝5.0m
・上部工形式 ： ＰＣ橋
・架設年次 ： 不明

平成２９年度 技術講習会（橋梁点検） 資料④－１
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【機密性２】

■第４回（春日部市）開催

① 時 期：平成29年11月28日（火） 10：00～ 16：00 （会場定員 約４０名）

② 開催場所：春日部市役所別館502会議室 （住所：春日部市中央6丁目2番）
市道５－３４６号線 Ｅ３４６号橋（住所：春日部市中央六丁目1-2地先）（現場実習）

③ 内 容：座学（点検に関する法令・技術基準の体系、定期点検の実施と記録 等）・・・午前中
現場実習（橋梁点検）・・・午後

④ 講 師：大宮国道事務所 道路構造保全官

※出典：地理院地図（電子国土Web）を加筆修正

春日部市役所
（座学会場）

現場実習会場
（Ｅ346号橋）

・橋長：Ｌ＝10.3m
・幅員：Ｌ＝8.0m
・上部工形式：床版橋
・架設年次：1970年

平成２９年度 技術講習会（橋梁点検） 資料④－１
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関東地方整備局
大宮国道事務所橋梁点検の地域一括発注の状況（全国・関東地方）

○市町村の人不足・技術力不足を補うため、市町村の点検・診断の発注事務を都道府県が一括して実
施。

6%

94%

市町村
（420）

（24）

（396）

22%

78%

市町村
（420）

（93）

（327）

33%

67%

市町村
（420）

（138）

（282）

全国 ○平成２８年度は、６０５市町村（３８道府県）が地域一括発注を活用。

関東地方 ○平成２８年度は、１３８市町村（８県）が地域一括発注を活用。
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【機密性２】橋梁点検の地域一括発注の状況 資料④－２

○２市３町（和光市、桶川市、伊奈町、嵐山町、神川町）の１４６橋と
埼玉県道路公社の２橋の計１４８橋の点検業務を一括発注により実施

市町村名 和光市 桶川市 伊奈町 嵐山町 神川町 道路公社 合計

平成２９年度
実施点検数

４橋 １９橋 ３４橋 ９橋 ８０橋 ２橋 １４８橋

＜平成２９年度 地域一括発注の経過＞
・平成２９年 １月 意向調査（道路政策課⇒県内市町村）
・平成２９年 １月～２月 実施機関（埼玉県道路公社）との調整（道路政策課⇔埼玉県道路公社）
・平成２９年 ２月１３日 実施機関及び間接経費の通知（道路政策課⇒一括発注希望市町）
・平成２９年 ５月中旬 一括発注希望の最終確認（埼玉県道路公社⇔一括発注希望市町）
・平成２９年 ６月 基本協定（神川町のみ）及び年度協定の締結（埼玉県道路公社⇔一括発注希望市町）

・平成２９年 ７月 入札・契約

取
組
実
績

年度 Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ 合計
Ｈ３０

（意向調査結果）

地域一括発注
実施点検数

１１橋 ５６橋
１４６橋
（予定）

２１３橋
（見込み）

１００
（希望数）

市町村数
（継続市町村数）

１町
２市２町
（１町）

２市３町
（２市２町）

―
２市３町

（２市３町）

＜平成３０年度 地域一括発注の予定＞
・平成２９年１１月～１２月 意向調査12/8締切（埼玉県道路政策課⇒県内市町村）
・平成３０年 １月 実施機関（埼玉県道路公社）との調整（埼玉県道路政策課⇔埼玉県道路公社）
・平成３０年 ２月上旬 実施機関及び実施市町村決定、間接経費の通知（埼玉県道路政策課⇒一括発注希望市町村）

57 / 114



『道路メンテナンス技術集団』による『直轄診断』

地方公共団体への支援策の一つとして、緊急かつ高度な技術力を要する可能性が高い
施設について直轄診断を実施（平成２６年度３橋梁、平成２７年度２橋梁＋１シェッド、平成２８年度２橋梁）

直轄診断：「橋梁、トンネル等の道路施設については、各道路管理者が責任を持って管理する」という原則の下、それでもなお、地方公共団体の技
術力等に鑑みて支援が必要なもの（複雑な構造を有するもの、損傷の度合いが著しいもの、社会的に重要なもの、等）に限り、国が地方
整備局、国土技術政策総合研究所、土木研究所の職員等で構成する「道路メンテナンス技術集団」を派遣し、技術的な助言を行うもの。

【直轄診断実施箇所とその後の対応】【全体の流れ】

【平成２８年度 直轄診断実施箇所】

■万石橋（秋田県湯沢市） ■御鉾橋（群馬県多野郡神流町）

＜御鉾橋の状況＞＜万石橋の状況＞

〈地方公共団体〉

点検・診断

〈道路メンテナンス会議〉

現地調査を踏まえ
直轄診断候補箇所の選定

〈国〉

直轄診断実施箇所の選定

直轄診断実施

結果とりまとめ

報告 推薦

報告

修繕代行事業、大規模修繕・更新事業等の実施

診断内容、地域の実情等に応じ、

年
度

H
26

年
度

H
27

年
度

H
28

橋脚の洗掘

主桁のひびわれ

鉄筋の露出

主桁の変形

直轄診断実施箇所 措置

三島大橋
（福島県三島町）

修繕代行事業

大渡ダム大橋
（高知県仁淀川町）

修繕代行事業

大前橋
（群馬県嬬恋村）

大規模修繕・更新補助事業（更新）

沼尾シェッド
（福島県南会津郡下郷町）

修繕代行事業

猿飼橋
（奈良県吉野郡十津川村）

修繕代行事業

呼子大橋
（佐賀県唐津市呼子町）

修繕代行事業

万石橋
（秋田県湯沢市）

修繕代行事業

御鉾橋
（群馬県神流町）

修繕代行事業

洗掘範囲

橋脚基部側面図

単位（mm)

洗掘範囲
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大規模修繕・更新補助制度の概要【H27より】

今後、地方公共団体の管理する道路施設の老朽化の拡大に対応するため、大規模修繕・更新に対して複数年にわた
り集中的に支援を行うことにより、地方公共団体における老朽化対策を推進し、地域の道路網の安全性・信頼性を
確保することを目的とする。

制度の目的

補助対象

・橋脚の補強など、構造物の一部の補修・補強により、性能・機能の維持・回復・強化を図るもの

・橋梁の架替など、構造物の再施工により、性能・機能の維持・回復・強化を図るもの

事業要件

■事業の規模

・都道府県・政令市の管理する道路の場合：全体事業費１００億円以上

・市区町村の管理する道路の場合 ：全体事業費 ３億円以上

■インフラ長寿命化計画等（平成29年度以降の措置 ）

・インフラ長寿命化計画（行動計画）において、引き続き存置が必要とされているものであること

・点検・診断等を実施し、その診断結果が公表されている施設であること

・長寿命化修繕計画（個別施設計画）に位置付けられたものであること

支援内容

・防災・安全交付金事業として実施した場合と同等の割合を国費として補助※

・事業の実施にあたり、国庫債務負担行為制度（４箇年以内）の活用も可能

個別の事業毎に採択するため、課題箇所に確実に予算が充当

※

※ 橋長15ｍ未満の橋梁、トンネル及び大型の構造物
にあっては、平成33年度以降の措置

※現行法令に基づく補助率を上回る分については
防災・安全交付金により措置
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30%

100%

73%
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関東地方整備局
大宮国道事務所交付金事業等における架替え要件の厳格化 H29.6 財務省

予算執行調査資料抜粋
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関東地方整備局
関東技術事務所

○道路橋メンテナンス技術力の向上及び点検の質向上を図ることを目的に地方公共団体の道路管
理者を対象に大宮国道事務所が実施した橋梁点検結果及び診断結果の審議（対策区分判定の
妥当性及び部材単位、橋単位の診断の的確性、合理性等）を傍聴して頂いた。

大宮国道ホームページより
大宮国道事務所 管理第二課 TEL 048-669-1208

参加された方へのアンケート結果では、
「判定区分の決定にあたってのポイントがわかり非常に勉強になった」、「診断ポイントを聞くことが出来て大変参
考になった」、「コンサル点検調書に対する着眼点の参考になった」、「損傷状況の原因究明や補修等による解決
策の技術的なことが必要不可欠であると感じた」、「市全体にフィードバックすれば良いかを考えると、根本的な技
術者数、レベルが不足していることを改めて痛感した」等がありました。

参加者：埼玉県、市町村職員26団体35名

資料④－７
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関東地方整備局
関東技術事務所

Ｈ２９第１回道路メンテナンス会議資料より
横浜国道事務所
管理第二課 TEL 045-316-3539

○神奈川県では、市町村が管理する道路施設を適切に維持管理するための技術課題等について
気軽に相談できる、「市町村技術支援窓口」（政令市を除く市町村向け）を設置した。

（設置日：平成２９年１月２５日）

資料④－７
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【機密性２】埼玉県の老朽化対策の取り組み

■平成２９年度の取り組み
○点検業務の早期発注手続きを実施し、確実な年度内の点検診断、措置記録を実施。
○点検時期の前倒しにより、

・点検診断判定時期の平準化を図る。
・技術支援（プロセスの妥当性確認、点検診断のアドバイス）の橋梁数を増加させ、点検診断の

質向上を図る。
○鉄道事業者への点検委託協定の前倒しを検討し、次年度以降の点検時期の前倒しを図る。

＜進め方のイメージ＞

各自治体

点

検

診

断
（
案
）

プ
ロ
セ
ス
の

妥
当
性
確
認

診

断
（
決
定
）

措
置
・
記
録

点
検
診
断
の

ア
ド
バ
イ
ス

点
検
診
断
結
果

の
検
討

各自治体

年度内の点検診断、措置記録を実施

資料④－７
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【機密性２】

現在の手続き

○鉄道事業者への点検委託協定手続きの前倒しを検討
・点検時期の前倒しにより、点検年度内に診断判定が可能
・鉄道事業者の点検期間の余裕を確保することにより、計画的な点検が可能

基
本
協
定
の
締
結

業
務
発
注
手
続
き

（
鉄
道
事
業
者
）

年
度
協
定
の
締
結

点

検

予
算
措
置

実
施
協
議

点検までの手続き工程イメージ

点 検 年 度
（H30年度）

点 検 前 年 度（H29年度）

点 検 年 度（H30年度）
点検前年度
（H29年度）

今後の手続き

※点検前年度へ手続を前倒し

埼玉県の老朽化対策の取り組み 資料④－７
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【機密性２】着実な点検の実施

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

1.
事前協議（点検委託の可
否、点検条件の確認等）

－ ○ ●

2. 概算金額算出の依頼 ● ○ ●

3. 概算金額算出の提示 － ● ○

4. 予算措置 － － ●

5. 実施協議 － ○ ●

6. 基本協定の締結 － ● ○

7. 業務発注手続き － ● －

8. 年度協定締結 － ● ○

9. 点検 － ● －

10. 年度協定（変更）締結 － ● ○

11. 完了報告 － ● ○

12. 精算書 － ● ○

13.
引継書（報告書、透明性
確保資料）

－ ● ○

14. 診断判定 － － ●

15.
点検結果（診断判定結果
含む）報告

－ ○ ●

16. 措置・記録 － － ●

17.
メンテナンス年報データと
りまとめ

● － ○

平成３１年度道路管
理者

鉄道事
業者

メンテ
ナンス
会議

項目

②
点
検

平成２９年度 平成３０年度

点検年度（H30年度）の前年度に

基本協定を締結することにより、
点検期間の余裕を確保

点検年度内に
診断判定が可能

凡例

現在の手続き

今後の手続き点検までの手続き工程イメージ

資料④－７
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【機密性２】平成２９年度の取り組みスケジュール

第１回メンテナンス会議 （6/27）

・前年度点検結果 ・今年度点検予定数

・H28年度の取組み内容 ・好事例の紹介 など

道路メンテナンス年報 公表

４月

～

６月

７月

～

９月

１０月

～

１２月

１月

～

３月

第３回メンテナンス会議

・H29年度点検・修繕実施状況
・老朽化対策に関する広報
・意見交換（課題・老朽化対策の取り組み）など

第２回メンテナンス会議

・H28年メンテナンス年報の周知
・点検・修繕の進捗状況 ・点検計画の見直し
・意見交換（課題・老朽化対策の取り組み）など

メンテナンス会議 地公体への技術支援

点検結果とりまとめ 橋梁点検の一括発注手続き
（H29.1～H29.7）

技
術
講
習
会

（
橋
梁
点
検
）

判定会議の
見学

点
検
診
断
プ
ロ
セ
ス
の

妥
当
性
確
認
及
び
ア
ド
バ
イ
ス

広報活動

親子橋梁点検学習会

道
路
の
老
朽
化
パ
ネ
ル
展

道路のメンテナンスの
大切さを考える講演会

合
同
橋
梁
点
検

道路鉄道連絡会議

・跨線橋の点検結果
・次年度の点検予定
・今後のスケジュール など

道路鉄道連絡会議（6/27）

・跨線橋の点検予定
・今後のスケジュール など

跨道橋連絡部会（道路法以外）

・点検の進捗状況

・不具合事例紹介

・点検・補修等での課題 など

耐震補強工事の見学
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（５） その他
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http://www.mlit.go.jp/report/press/sogo03_hh_000175.html 
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